
 

奥州市の農業に関するアンケート調査 

ご協力のお願い 

 

皆様には日ごろより、市政に格別のご理解とご協力をいただき、ありがとうござ

います。 

現在、奥州市では今後の農業のあり方や、市が進めるべき取組みなどを総合的に

計画する「奥州市農業振興ビジョン」の策定に向けた検討を進めています。 

今回、奥州市の農業・農産物に対して広くご意見を伺い、計画を定めるにあたっ

ての参考とさせていただくために、奥州市の農業に関するアンケート調査を企画い

たしました。このアンケートは無記名で、お答えは全て統計的に処理いたしますの

で、ご協力いただく皆様に対し、ご迷惑をおかけすることはありません。また、調

査の回答内容につきましては、「奥州市農業振興ビジョン」策定及び農政事業の参

考とする目的以外に利用することは一切ございません。 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、率直なご意見を

お聞かせくださいますようお願い申し上げます。 

平成30年10月 

奥州市長 小 沢 昌 記 

 

 

 

・アンケートは、原則、封筒のあて先となっている方がお答えください。ただ

し、やむを得ない事情がある場合は、農業に従事されている同じ世帯の方が

代わってお答え願います。 

・設問に従い、あてはまる回答の番号に○をつけてください。 

・お答えのうち、（ ）の中、箱囲み部分には、その内容を具体的にご記入く

ださい。 

・回答がわからない、回答したくない等の場合は、次の設問へお進みください。 

・記入を終えましたら、この用紙を同封の返信用封筒（切手は丌要です。）に

入れ、平成30年11月22日（木）（必着）までにご返送ください。 

・このアンケートについてのお問い合わせは、以下の担当までお願いいたしま

す。 

奥州市役所農林部農政課 

担当：農政係 

 〔電話：24-2111（内線363・362）〕

記入上のお願い 
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●あなたとご家族についてお伺いします。 

問１ あなたの年齢はおいくつですか。（１つに○） 

（１）29 歳以下（２）30 歳 ～ 39 歳 （３）40 歳 ～ 49 歳 

（４）50 歳 ～ 59 歳 （５）60 歳 ～ 69 歳 （６）70 歳以上 

 

問２ あなたの性別をお答えください。（１つに○） 

（１）男性 （２）女性 

 

問３ 主に農作業を行っている（耕作している）地区をお答えください。（１つに○） 

【水沢地域】（１）水沢 （２）南 （３）常盤 （４）佐倉河  

（５）真城 （６）姉体 （７）羽田 （８）黒石 

【江刺地域】（９）岩谷堂 （10）江刺愛宕 （11）田原 （12）藤里 

（13）伊手 （14）米里 （15）玉里 （16）梁川 

（17）広瀬 （18）稲瀬 

【前沢地域】（19）前沢 （20）古城 （21）白山 （22）生母 

【胆沢地域】（23）小山 （24）若柳 （25）胆沢愛宕 （26）南都田 

【衣川地域】（27）北股 （28）南股 （29）衣川 （30）衣里 

【そ の 他】（31）市外（自治体名：             ） 

 

問４ あなたとあなたのご家族のうち農業以外の産業への就業の状況についてお答えく

ださい。（あてはまるものすべてに○をつけ、人数を記入してください） 

  市 内 市 外 

１ 農業以外の企業・事業所に勤務 人 人 

２ 農業以外の自営業を経営 人 人 

３ その他（パート、アルバイト等） 人 人 

４ 専業のため農業以外の産業には就業していない 人  

５ 無職（学生等を含む） 人  

 ※記入した人数の合計が家族の総数と合うようにご記入願います。 
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●農業経営の状況についてお伺いします。 

問５ 雇用の有無をお答えください。（１つに○をつけ、人数を記入してください） 

（１）自身または家族だけで人手を賄っている →計（  ）名 

（２）繁忙期だけ親族に手伝ってもらっている →計（  ）名 

（３）繁忙期だけパートを雇っている →計（  ）名 

（４）通年で人を雇用している →計（  ）名 

（５）外国人技能実習生を受け入れている →計（  ）名 

 

問６ 問５の雇用人数で労働力は十分足りていますか。（１つに○） 

（１）現状で十分足りており、今後も心配はない → 問９ にお進みください 

（２）現状は十分足りているが、今後足りなくなる心配はある 

（３）現状でも足りていない 

 

問７ 問６で労働力が「現状は十分足りているが、今後足りなくなる心配はある」また

は「現状でも足りていない」と答えた方にお伺いします。 

具体的に足りていない品目や作業内容についてお答えください。 

品目 不足する時期 作業内容 不足人数 

(例) コメ ４月～  ５月 田植え ２人 

 月～   月  人 

 月～   月  人 

 月～   月  人 

 月～   月  人 

 月～   月  人 

 

問８ 人手の確保ができていない理由についてお答えください。（あてはまるものすべ

てに○） 

（１）募っているが集まらない 

（２）新たな人を雇うだけの人件費がない 

（３）どのように確保すればよいのかわからない 

（４）その他（                                ） 

 

問９ 農作業の受託状況についてお答えください。（１つに○） 

（１）収穫など一部の作業を受託している（個人で） 

（２）所有者が自ら耕作できない土地での農作業について全部受託している（個人で） 

（３）集落営農組織に加入し集落内の農作業については一部または全部を受けている 

（４）農作業の受託は行っていない（自身の農地だけ耕作している） 
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問10 あなたの農業経営規模（農地面積）をお答えください。（借入農地を含む） 

（１つに○）※１反は10ｱｰﾙとしてください。 

（１）50ｱｰﾙ（５反）未満 （２）50〜100ｱｰﾙ未満  

（３）100〜200ｱｰﾙ未満 （４）200〜300ｱｰﾙ未満  

（５）300〜500ｱｰﾙ未満 （６）500〜1,000ｱｰﾙ未満 

（７）1,000〜2,000ｱｰﾙ未満 （８）2,000〜3,000ｱｰﾙ未満  

（９）3,000ｱｰﾙ（30町）以上 

 

問11 畜産を行っている方にお伺いします。 

あなたの農業経営規模（飼養頭羽数）をお答えください。（あてはまるものすべ

てに○） 

【肉用牛】 

（１）10頭以下 （２）11～20頭 （３）21～50頭 （４）51頭以上  

【乳用牛】 

（５）10頭以下 （６）11～20頭 （７）21～50頭 （８）51頭以上  

【 豚 】 

（９）10頭以下 （10）11～50頭 （11）51～100頭 （12）100頭以上  

【ブロイラー】 

（13）1,000羽以下 （14）1,001～50,000羽 （15）50,001～100,000羽 （16）100,001羽以上 

【採卵鶏】 

（17）100羽以下 （18）101～1,000羽 （19）1,001～10,000羽 （20）10,001羽以上 

 

問12 あなたが所有している農地で耕作していない農地はありますか。（１つに○） 

（１）ある → 問13 にお進みください。 

（２）あるが、ほかに貸して耕作させている → 問13 にお進みください。 

（３）ない → 問16 にお進みください。 

 

問13 問12で耕作していない農地が「ある」または「あるが、ほかに貸して耕作さ

せている」と答えた方にお伺いします。 

耕作をしていない農地の面積をお答えください。（１つに○）※１反は10ｱｰﾙと

してください。 

（１）50ｱｰﾙ（５反）未満 （２）50〜100ｱｰﾙ未満  

（３）100〜200ｱｰﾙ未満 （４）200〜300ｱｰﾙ未満  

（５）300〜500ｱｰﾙ未満 （６）500ｱｰﾙ（５町）以上 
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問14 問12で耕作していない農地が「ある」または「あるが、ほかに貸して耕作させて

いる」と答えた方にお伺いします。 

耕作をしていない理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

（１）高齢化・労働力丌足  

（２）土地条件が悪く耕作できない 

（３）鳥獣被害が多い  

（４）生産調整のため休耕していた 

（５）機械、設備の老朽化 

（６）その他（                              ） 

 

問15 問12で耕作していない農地が「ある」または「あるが、ほかに貸して耕作させて

いる」と答えた方に伺います。 

耕作していない農地は、今後どのようにしたいですか。（１つに○） 

（１）耕作を再開したい 

（２）農作業を委託し、農地として維持したい 

（３）貸したい 

（４）売却したい 

（５）当分はそのままにしておきたい 

（６）農地中間管理機構に預け入れたい 

（７）その他（                               ） 

 

問16 あなたの年間の農業経営規模（農業収入）についてお答えください。（１つに○） 

（１）100万円未満 （２）100〜300万円未満  

（３）300〜500万円未満 （４）500〜700万円未満  

（５）700〜1,000万円未満 （６）1,000〜2,000万円未満 

（７）2,000〜5,000万円未満 （８）5,000万円〜１億円未満  

（９）１億円以上 
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問17 あなたが農業経営するなかで負担が多大だと感じる費用等をお答えください。（

３つまで○） 

（１）ハウス、畜舎などの施設導入費  

（２）肣料、農薬などの賅材費 

（３）農地から自宅や出荷先までの移動、輸送費用 

（４）農業用機械の導入、更新費用  

（５）農業共済費用 

（６）農地の賃借料  

（７）田植え、草刈等の農作業個々の委託料 

（８）自己保全管理地や畦畔草刈などの自己所有農地の保全活動 

（９）集落による中山間等直接支払い等の活動  

（10）水利費 

（11）ほ場整備の償還金  

（12）飼料代、家畜購入費 

（13）野生鳥獣による食害等 

（14）農繁期に必要な労働力の人件費 

（15）その他（                              ） 

 

問18 あなたが生産している農産物について、生産額が多い順に３つ、以下の選択肢に

ある番号を記入してください。（３つまで記入） 

１位： ２位： ３位： 

選 

択 

肢 
（１）米 （２）麦 （３）そば・雑穀 （４）大豆 （５）小豆・他豆類  

（６）だいこん （７）にんじん （８）じゃがいも （９）サツマイモ  

（10）さといも （11）やまのいも （12）はくさい （13）キャベツ  

（14）ほうれんそう （15）ちんげんさい （16）小松菜 （17）レタス  

（18）ネギ （19）たまねぎ （20）ごぼう （21）ブロッコリー （22）なす 

（23）きゅうり （24）トウモロコシ （25）エダマメ （26）トマト  

（27）ピーマン （28）カブ （29）りんご （30）いちご （31）すいか  

（32）梨 （33）ぶどう （34）もも （35）ブルーベリー （36）メロン  

（37）うめ （38）かき （39）くり （40）きのこ （41）鉢花  

（42）切り花 （43）繁殖牛(子牛) （44）肣育牛 （45）肣育豚 （47）生乳 

（48）ブロイラー （49）鶏卵 

（50）その他[                             ] 
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問19 あなたが生産している農産物の主な出荷先について以下の選択肢にある番号を記

入してください。（多い順に３つまで記入） 

また、近年（５年間程度）売上げが増減した出荷先がありましたら以下の選択肢

にある番号を記入してください。（それぞれ２つまで記入） 

主な出荷先 １位： ２位： ３位： 

特に売上げが「増加」した出荷先   

特に売上げが「減尐」した出荷先   

選 

択 

肢 

（１）岩手ふるさと農協 （２）岩手江刺農協 （３）農協以外の集出荷団体 

（４）岩手県南青果市場 （５）その他の市場[              ] 

（６）自営の農産物直売所 （７）自営以外の農産物直売所 （８）小売業者 

（９）食品製造業・外食産業 （10）庭先販売 （11）朝市  

（12）インターネット販売 （13）その他[                ] 

 

問20 10年後の農業経営の主体はどなただとお考えですか。（あてはまるものすべてに

○） 

（１）本人 （２）後継者  

（３）集落営農組織 （４）地域の担い手  

（５）離農している 

 

問21 あなたの農業経営において、新たに導入したいとお考えの品目があれば、以下よ

りお選びいただき、具体的な品目想定があればご記入ください。（あてはまるもの

すべてに○） 

（１）米麦等穀類（具体的に                          ） 

（２）露地野菜 （具体的に                          ） 

（３）施設野菜 （具体的に                          ） 

（４）果樹 （具体的に                            ） 

（５）家畜 （具体的に                            ） 

（６）その他 （具体的に                           ） 

 

問22 今後の農業経営について、どのようにしていきたいと考えますか。（１つに○） 

（１）規模拡大を希望する → 問23 にお進みください。 

（２）規模縮小を希望する → 問25 にお進みください。 

（３）現状維持 → 問23 にお進みください。 

（４）離農したい（農業をやめたい） → 問25 にお進みください。 

（５）わからない → 問27 にお進みください。 
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問23 問22で今後の農業経営について、「規模拡大を希望する」または「現状維持」と

回答した方にお伺いします。 

今後の農業経営について、具体的にどのようにしていきたいかお答えください。

（あてはまるものすべてに○） 

（１）現状のままでよい  

（２）ハウス栽培など施設化を進めたい 

（３）省力化（機械化）を進めたい  

（４）多くの種類の作物を導入したい 

（５）経営にあたり、特定の部門（作物）の生産に絞りたい（多量尐品種） 

（６）有機栽培や減農薬栽培を行いたい  

（７）農産物を自分で販売したい 

（８）農産物を直売所に持ち込みたい  

（９）農産物加工を行いたい 

（10）農家レストランに取り組みたい 

（11）農地を面的に集約したい（ほ場整備等の農業基盤整備を含む） 

（12）水田を畑地に転換したい 

（13）雇用を増やしたい 

（14）集落営農もしくは法人化したい 

（15）畜舎等を増棟または改築したい 

（16）飼養頭羽数を増やしたい 

（17）先進技術を導入して労力を軽減したい（ハウスの温度感知や、畜産の監視装置等） 

（18）その他（                                ） 

 

問24 問22で今後の農業経営について、「規模拡大を希望する」と回答した方にお伺い

します。 

今後の拡大の意向をお答えください。（あてはまるすべてに○）あわせて現状値

と希望値に数字も記入してください。※１反は10ｱｰﾙとしてください。 

（１）主食用米    （現状：   ｱｰﾙ ➡希望：   ｱｰﾙ） 

（２）飼料用米・ＷＣＳ （現状：   ｱｰﾙ ➡希望：   ｱｰﾙ） 

（３）麦       （現状：   ｱｰﾙ ➡希望：   ｱｰﾙ） 

（４）大豆      （現状：   ｱｰﾙ ➡希望：   ｱｰﾙ） 

（５）野菜類（    ） （現状：   ｱｰﾙ ➡希望：   ｱｰﾙ） 

（６）果樹（    ） （現状：   ｱｰﾙ ➡希望：   ｱｰﾙ） 

（７）繁殖牛     （現状：   頭 ➡希望：   頭） 

（８）肣育牛     （現状：   頭 ➡希望：   頭） 

（９）その他畜産（    ） （現状：   頭・羽 ➡希望：   頭・羽） 

（10）その他（              ）（現状：     ➡希望：     ） 

※ → 問27 にお進みください。  
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問25 問22で今後の農業経営について、「規模縮小を希望する」または「離農したい（

農業をやめたい）」と回答した方にお伺いします。 

その理由をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 

（１）高齢化・後継者がいない  

（２）労働力丌足 

（３）法人や担い手等に農地を集積することになっている 

（４）機械、設備、施設の老朽化  

（５）主食用米の直接払いがなくなった 

（６）農地や水路など土地条件が悪く耕作できない  

（７）鳥獣被害が多い 

（８）収益性が低い 

（９）転居を予定している 

（10）その他（                              ） 

 

問26 問22で今後の農業経営について、「規模縮小を希望する」または「離農したい（

農業をやめたい）」と回答した方にお伺いします。 

規模縮小または離農した後の農地について、どのようにお考えですか。（１つに

○） 

（１）法人や担い手等に農地を貸したい 

（２）法人や担い手等に農地を売却したい 

（３）農地を貸し（売却し）たいが、その相手が見当たらない 

（４）当分はそのままにしておきたい 

（５）農地中間管理機構に預け入れたい 

（６）その他（                              ） 

 

 

●地産地消の取組みについてお伺いします。 

問27 奥州市民などへの農産物の提供（地産地消）の状況をお答えください。（あては

まるものすべてに○） 

（１）農産物直売所に出荷している  

（２）庭先販売所を開設している 

（３）スーパーの地場産コーナーに出荷している 

（４）朝市など農産物の直売イベントに参加している 

（５）学校・施設給食に提供している 

（６）実施していない 

（７）その他（                               ） 
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問28 奥州市民などへの農産物の提供（地産地消）について、今後行ってみたいと思う

ものをお答えください。（１つに○） 

（１）農産物直売所に出荷  

（２）庭先販売所の開設  

（３）スーパーの地場産コーナーに出荷  

（４）朝市など農産物の直売イベントに参加 

（５）学校・施設給食に提供 

（６）今後行う予定はない 

（７）その他（                               ） 

 

問29 市内飲食店、小売店や加工販売店への農産物の提供についてお答えください。 

（１つに○） 

（１）既に市内飲食店などに農産物を提供している → 問30 にお進みください。 

（２）市内飲食店などに農産物を提供することに興味がある 

 → 問30 にお進みください。 

（３）市内飲食店などに農産物を提供することに興味がない 

 → 問31 にお進みください。 

（４）その他（                          ） 

→ 問31 にお進みください。 

 

問30 問29で市内飲食店などへの農産物の提供について、「既に提供している」または

「興味がある」と回答した方にお伺いします。 

市内飲食店などとの取引に向けて課題となるのは何でしょうか。（あてはまるも

のすべてに○） 

（１）飲食店などまでの配送が課題 （２）飲食店などに知り合いがいない 

（３）飲食店などが求める農産物の品目が分からない 

（４）市場出荷よりも高価格での取引が必要 

（５）質・量とも安定して生産・供給できる体制づくり 

（６）その他（                               ） 

 

問31 地産地消について、ご意見があればご記入ください。 
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●農産物のブランド化・環境保全型農業についてお伺いします。 

問32 奥州市産農産物として、奥州市以外の方に知名度が高いと感じる生産物をお答え

ください。（あてはまるものすべてに○） 

（１）主食用米 （２）大豆 （３）小麦 （４）ハトムギ （５）そば  

（６）牛肉 （７）豚肉 （８）鶏肉 （９）羊肉  

（10）りんご （11）ぶどう （12）ピーマン （13）トマト  

（14）きゅうり （15）りんどう （16）しいたけ  

（17）その他（                               ） 

（18）知られている農産物はない 

 

問33 奥州市産農産物の知名度を上げる、またはブランド化をしていくためには、どの

ような取組みが必要だとお考えですか。（２つまで○） 

（１）市長のトップセールスやＪＡ等、公的機関や団体のＰＲ活動 

（２）インターネットなどを利用した個々の農家の発信力、販売力強化 

（３）農業生産工程管理（ＧＡＰ）への取組みなど世界を見据えた生産工程管理 

（４）流通業、食品製造業、外食産業などの食品関連企業との連携（業務用契約栽培等

の推進） 

（５）商工業や観光など地域の産業との連携 

（６）奥州市産を使用した加工商品、料理の開発などの６次産業化 

（７）アンテナショップや奥州市内でしか購入できないなど、奥州市産に希尐性（付加

価値）を持たせる取組み 

（８）奥州市産を他の産地と区別する地場産の表示（ロゴマーク等） 

（９）有機栽培や特別栽培の推進  

（10）選果基準の徹底（品質のばらつきをなくす） 

（11）奥州市産の品質や適正価格について、消費者の理解を得る取組み 

（12）その他（                               ） 

 

問34 環境保全型農業を推進するためには、どのような支援が必要だとお考えですか。

（あてはまるものすべてに○） 

（１）農業生産工程管理（ＧＡＰ）の導入支援 

（２）有機農業の取組みへの支援  

（３）農協等からの指導 

（４）その他（                               ） 
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問35 野生鳥獣による農産物被害への防除対策として何が最も有効とお考えですか。（

あてはまるものすべてに○） 

（１）捕獲用わなの設置  

（２）防護柵（電気柵）の設置  

（３）農家と猟友会が協力した捕獲活動 

（４）鳥獣対策の研修等の実施 

（５）農地の周辺林地の草刈 

（６）その他（                               ） 

 

問36 あなたは農地の保全についてどうお考えですか。（あてはまるものすべてに○） 

（１）食料供給や緑地空間の提供などの機能があるので保全が必要 

（２）農地の所有権と利用権の分離を図り保全が必要 

（３）農地の固定賅産税や相続税などの税制改正を行っても保全が必要 

（４）計画的な土地利用が必要 

（５）非農家の住民の理解・協力の獲得が必要 

（６）無理に農地を保全する必要はない  

（７）わからない 

 

 

●農業の担い手についてお伺いします。 

問37 あなたには現在、農業の後継者がいますか。（１つに○） 

（１）いる  

（２）いない  

（３）わからない（子どもの意思を未確認など） 

 

問38 あなたの農作業を行っている（耕作している）地区には、担い手がいますか。（

１つに○） 

（１）十分な規模でいる  

（２）いるが、十分ではない 

（３）いない  

（４）わからない（知らない） 
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問39 新規就農者・農業後継者の育成に向けて、どのような支援が必要とお考えですか。

（２つまで○） 

（１）新規就農者や農業後継者を対象とする研修や就農相談などの制度充実 

（２）新規就農者や農業後継者への賅金支援 

（３）新規就農者への農地のあっせん 

（４）農業参入を希望する企業などと農地を貸したい人との仲介等の支援 

（５）定年後の就農に向けた支援 

（６）仕事（会社等）と農業の両立に向けた支援 

（７）農業者への結婚支援 

（８）その他（                               ） 

 

問40 担い手の育成・確保に向けて、どのような支援が必要とお考えですか。（２つま

で○） 

（１）農業技術の指導と向上  

（２）意欲ある農業者への融賅制度等の充実 

（３）認定農業者への支援の充実  

（４）農家の後継者やＵターン者に対する支援の充実 

（５）農業以外からの新規参入者が就農しやすい環境の整備 

（６）農産物加工や直売、農家レストランなどの開設や経営への支援 

（７）農業法人設立など、農業者による生産組織化の支援 

（８）企業的経営手法の指導 

（９）その他（                               ） 

 

 

●農地についてお伺いします。 

問41 農地を効果的に活用するために必要と思うものをお答えください。（１つに○） 

（１）担い手への農地の集積  

（２）ほ場整備等の農業基盤整備 

（３）法律による優良農地の保全  

（４）耕作放棄地の再生 

（５）市民農園としての利用 

（６）その他（                               ） 
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問42 現在の農業基盤について改善が必要と考えることをお答えください。（３つまで

○） 

（１）農道が狭い  

（２）農道が農地に接していない 

（３）区画が狭い  

（４）田んぼ・畑の区画が丌整形  

（５）用水路・排水路が分かれていない  

（６）井戸・水路など灌漑施設が無い  

（７）用水量が丌足している  

（８）農地の水はけが悪い 

（９）その他（                               ） 

 

問43 担い手の農業者等が経営規模を拡大するためには、どういった施策が必要と考え

ますか。（３つまで○） 

（１）畦畔の除去等によるほ場の区画拡大 

（２）農地の集積によるほ場面積の拡大 

（３）農機の大型化による省力化 

（４）ロボット・ＡＩ・ＩｏＴといった先端技術の導入 

（５）高付加価値米（食用ブランド米）の生産による経営安定化 

（６）多収品種（加工用、飼料用米等）の栽培による経営安定化 

（７）水利調整による田植え時期の長期化 

（８）農繁期の労働力の確保対策 

（９）その他（                               ） 

 

問44 全国各地でブランド米への取組みが行われ、産地間競争が盛んになっていますが、

奥州市の今後の水田農業施策の方向性について、どのように考えているかお答えく

ださい。（１つに○） 

（１）引き続き主食用米を柱に推進し、産地間競争に打ち勝つ施策を展開するべき 

（２）主食用米を柱にしつつ、転作作物もバランス良く支援する施策に取り組むべき 

（３）主食用米に頼っては危険なので、転作作物を主体にするよう方向転換すべき 

（４）何を柱とし推進するかは個々の耕作者が判断することで、行政が方向性等を示す

べきではない 

（５）その他（                               ） 
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●行政の政策についてお伺いします。 

問45 奥州市の農業振興施策全般について、今後特に何を充実すべきと考えているかお

答えください。（３つまで○） 

【食料の安定供給の促進にかかる内容】 

（１）安定した農業経営の確立  

（２）食品産業との連携強化 

（３）奥州ブランドの振興 

【担い手の育成・確保の推進にかかる内容】 

（４）中核的な担い手の育成と確保  

（５）地域農業の仕組みづくり（マスタープランなど地域単位での農業振興） 

（６）幅広い担い手への支援（農業後継者・女性農業者・新規就農者・企業参入支援な

ど） 

【市民ニーズへの対応と流通の多様化の推進にかかる内容】 

（７）農業者・市民・行政間のネットワークの形成  

（８）観光産業との連携 

（９）農産物の栽培履歴や生産から販売までの流通履歴への対応 

（10）地産地消の促進 

【環境と共生した持続可能な農業の推進にかかる内容】 

（11）賅源循環の推進  

（12）農の多面的機能と環境の保全 

（13）農産物の安全・安心の確保（農薬・化学肣料を削減した農法など） 

【農業基盤及び生活環境の整備にかかる内容】 

（14）農地の有効活用（農業基盤整備や農地の集積など） 

（15）農用地区域の保全（優良農地の保全・遊休農地の利用集積など） 

（16）生活環境改善と水質保全（生活排水の水質浄化を促進） 

（17）美しい農村景観の形成 

（18）廃業した農家の所有する施設や設備の有効活用 

（19）その他（                               ） 

 

問46 今後の奥州市の農業施策について、ご意見があればご記入ください。 
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問47 奥州市の農業経営体について、今後のあり方としてどれが最も適当と考えるかお

答えください。（１つに○） 

（１）一般企業、市外の法人等の誘致や参入を促し、農地を集積して大規模化、効率化

して経営していくべき 

（２）地元の農家が集まって法人や集落営農を立ち上げ、農地を集積して大規模化、効

率化して経営していくべき 

（３）認定農業者や地域の担い手に農地を集積し効率化、個別の大農家を育成すべき 

（４）規模の大小にかかわらず、従来どおりの農地所有者による家族経営を保護すべき 

（５）新規の就農者でも取り組めるよう、農地を小分けにして所有できることを認め、

小規模農家を増やしていくべき 

（６）その他（                                ） 

 

問48 ＴＰＰ（環太平洋パートナーシップ協定）など多国間または二国間で締結する協

定について、本市の農業においても影響を注視していく必要があります。不安点な

どございましたらご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上でアンケートは終わりです。ご協力ありがとうございました。 

 


